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特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン（東京都中野区、常務理事・事務局長 片山信彦）は東日本大

震災発生直後より、岩手県宮古市において、仮設住宅入居者への生活用品の提供、仮設団地でのコミュニティ

形成支援などの復興支援に取り組んできました。その中で、将来の災害から子どもたちや人々の命を守るため、

震災発生後宮古市が新たに策定し推進してきた備蓄計画を支援し、下記の支援を完了しました。 

 

支援内容 

① 小・中学校を中心とした避難所 30カ所への物資備蓄（防災備蓄倉庫、簡易組立トイレ等など）の支援 

② ソーラーフロンティア株式会社と協働で、市内の小・中学校 6校に太陽光発電システムを支援 

③ 津波浸水図（30,000部）の作成支援 

④ 簡易津波避難標識を支援 

 

これらの支援を通じて、宮古市の復興に貢献するとともに、小・中学校の子どもたちが太陽光発電システムに

日々接することにより、宮古市の将来を担う子どもたちが自然の恩恵を学び、防災意識を高める機会となること

を目指しています。またこれらの設備は、今後宮古市によって維持・管理・運営される予定です。 

なお、防災支援の完了にあたり、下記の日程でセレモニーを開催します。 

 

■日時：2012年 11月 27日（月）13:00～ 

■場所：宮古市立刈屋小学校（岩手県宮古市刈屋 11地割 48-4） 

■内容： 

開会 

支援者挨拶（ワールド・ビジョン・ジャパン、ソーラーフロンティア株式会社） 

支援内容の説明 

支援目録の贈呈 

宮古市長挨拶 

閉会 

 

ワールド・ビジョン・ジャパンとは？ 

ワールド・ビジョン・ジャパンは国連経済社会理事会に公認・登録されたキリスト教精神に基づく国際 NGO、ワールド・ビジョンを構

成している日本の民間援助団体です。当団体は国税庁に認定 NPO法人として認定されており、皆さまからのご支援金は、寄付金

控除の対象となります。詳しくは http://www.worldvision.jp へ。 

 

 

 
 

【ご取材のご案内】 

岩手県宮古市での防災支援が完了 セレモニーを開催 
～将来の災害から、子どもたちの命を守るために～ 

■日時：11 月 27日（火）13:00～ ■会場：宮古市立刈屋小学校 

 

報道関係からのお問い合わせ先 

特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン 

広報担当 蘇畑（そばた）光子、浅野恵子 

電話：03-5334-5358 FAX:03-5334-5359 携帯：090-5672-8886 

Eメール：msobata@worldvision.or.jp / keiko_asano@worldvision.or.jp 

 

小学校に設置された防災倉庫 

http://www.worldvision.or.jp/
mailto:msobata@worldvision.or.jp


PRESS RELEASE 

2012年 11月 26日 

特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン 

 

 

 

参考資料 

 

ワールド・ビジョン・ジャパンの東日本大震災緊急復興支援について 

 

ワールド・ビジョン・ジャパンは、震災発生2日後にはスタッフを被災地に派遣し、ただちに緊急支援を開始。途上

国の災害支援を通じて培ってきた経験を最大限に活かしながら、岩手県宮古市、宮城県気仙沼市、南三陸町を

重点地域として、以下の 5分野で支援活動を実施した。 

 

① 子ども支援 

② 雇用促進・生計向上支援 

③ 仮設住宅およびその周辺地域でのコミュニティ形成支援 

④ 子どもを守るための防災支援 

⑤ 福島県被災者への支援（新潟県柏崎市で実施） 

 

【岩手県宮古市での支援活動（一部）】 

 
仮設団地への物資支援、小規模仮設団地でのコミュニティ形成を目指したイベント開催等 

仮設住宅で生活する方々が交流し、コミュニティを形成していくきっかけを提供することを目指し、ベンチ、テーブ

ル、集会所への備品（下駄箱、カラーボックス、NHKテキスト等）などの物資支援を実施。また、小規模仮設団地

やみなし仮設団地でのイベント開催等を実施しました。 

 

鍬ヶ崎地区での集会所建設支援 

震災によって公民館が流失してしまった鍬ヶ崎地区に、新しい集会所の建設を支援（2012年 8月完成）。仮設住

宅と地区内で生活している方々が再び集まり、交流できる場所として利用されています。 

 

新潟県柏崎市での研修会を支援 

宮古市社会協議会の職員を対象とした被災者支援の研修会を、新潟県柏崎市社会福祉協議会で実施。2007

年に発生した中越沖地震の復興支援に取り組む同市の経験を学ぶことで、将来発生する課題を見据えながら、

より良い被災者支援を実施することを目指しました。参加者からは、「先を見通すきっかけができ、有意義だっ

た」「今回の学びを生かして準備していきたい」といった感想が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後について 

活動の拠点としてきた一関事務所は 2012年 12月末をもってその役割を終え、2013年 1月以降は、東京に活動

を集約。今後は、支援の成果が地域に根付き、持続していくことを目指し、地元 NPO の育成・強化や、子ども支

援を中心に支援を継続していく予定です。 

鍬ヶ崎集会所 
みなし仮設団地でのイベントの様子 
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